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資料№３ 

令和８年１１月５日 

報道各位 

勝山市　商工文化課 

平泉寺フォーラム「探る！中世平泉寺の麺文化―｢粉食｣はどの 
ふんしょく

ようにつくられ、食べられたのか？―」の開催について 

 

　みだしの件について、下記のとおり開催しますのでお知らせします。 

 

記 

 

１．概　要　　中世平泉寺ではそうめんが食べられていた！今回は、中世の食文化の 

中で、小麦をはじめとする穀類などの粉から、麺や饅頭などに加工して

食べる「粉食文化」にスポットをあてます。 

また、平泉寺の発掘調査で出土する石臼から平泉寺の粉食づくりに注目

し、中世寺社が食文化にどのような役割を果たしていたのかについて考

えます。 

そして、トークとフォーラムの中で、中世の食べ物がどんな味だったの

か、思いをめぐらせたいと思います。  

 

２．日　時　　令和８年１１月２９日（日）　１３：３０～１６:４５ 

 

　３．会　場　　白山平泉寺歴史探幽館まほろば(勝山市平泉寺町平泉寺６６－２－１２) 

 

　４．内　容　　トークⅠ　「中世寺社の食文化と粉食」芳澤元氏 

(明星大学人文学部日本文化学科准教授) 

トークⅡ　「考古学からみた石臼と粉食文化」桐山秀穂氏 

(日本考古学協会会員) 

　　　　　　　　レポート　「平泉寺出土の食器」松村英之(勝山市商工文化課)  
フォーラム　トークの講師対談＋中世食文化体感 

　






